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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部に流入口が開口した凹状の排水口本体と、
　前記排水口本体の側部に開口した流出口と、
　前記流出口に接続された排出部に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の上部に設けられ、前記流出口を上側から覆う様に前記排水口本体の前記側
部側から前記排水口本体の内側へ向けて突出する上リブと、
　前記挿入部の下部に設けられ、前記排水口本体の内側へ向けて突出する下リブと、
　を有する排水口部材。
【請求項２】
　前記排出部には、通気管が接続されている、請求項１に記載の排水口部材。
【請求項３】
　前記流出口に排水中の異物を捕捉するための異物捕捉メッシュが設けられている、請求
項１または請求項２に記載の排水口部材。
【請求項４】
　前記異物捕捉メッシュは、前記流出口に対して着脱可能に設けられている、請求項３に
記載の排水口部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、シンク等の排水口に取り付けられる排水口部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　キッチのシンクの底部には、シンクに流された排水を排出するための排水口が設けられ
ており、排水口には、排水口部材が取り付けられている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１０１８７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の排水口部材は、凹状に形成され、上部に流入口が開口され、側部に排水用
の流出口が形成されている。
　しかしながら、多量の排水をシンクに流した場合、排水口部材の流入口を介して底部に
向けて流れ落ちる排水によって流出口が塞がれてしまい、排水口部材の底部に溜まった排
水が流出口に向けてスムーズに流入せず、排水口部材の流入口から排水が溢れる場合があ
る。
【０００５】
　本発明は上記事実を考慮し、流入口から排水が溢れることを抑制可能な排水口部材の提
供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の排水口部材は、上部に流入口が開口した凹状の排水口本体と、前記排
水口本体の側部に開口した流出口と、前記流出口に接続された排出部に挿入される挿入部
と、前記挿入部の上部に設けられ、前記流出口を上側から覆う様に前記排水口本体の前記
側部側から前記排水口本体の内側へ向けて突出する上リブと、前記挿入部の下部に設けら
れ、前記排水口本体の内側へ向けて突出する下リブと、を有する。
【０００７】
　請求項１に記載の排水口部材は、一例として、シンクの底部の排水口に取り付けられる
。シンクに排水が流されると、該排水は、シンクの底部、及び排水口本体の側面を伝わっ
て排水口本体の底部に向けて流れ、排水口本体の底部に到った排水は、流出口を介して排
水口部材の外部へ排出される。
【０００８】
　挿入部の上部には、流出口を上側から覆う様に、排水口本体の側部側から排水口本体の
内側へ向けて突出するリブが設けられているため、多量の排水がシンクに流された場合で
あっても、排水口本体の側面を伝わって流下する排水が流出口を塞がないようにリブが分
散させる。これにより、排水口本体の底部の排水をスムーズに流出口に流入させて排水口
部材の外部へ排出させることができる。
　これにより、例えば、溜め流し排水をしたときのように、一度に多量の排水をシンクに
流した場合であっても、排水口部材の流入口から排水が溢れ出ることを抑制することがで
きる。
　また、挿入部の下部には、下リブが設けられており、挿入部の倒れ込みを抑制すること
ができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の排水口部材において、前記排水口本体には
、前記流出口に接続される排出部が形成されており、前記排出部には、通気管が接続され
ている。
【００１０】
　多量の排水を排水する場合、排水口部材の排出部に接続される下流側の排水配管内の空
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気が排水の流れの抵抗となる場合があるが、請求項２の排水口部材においては、排水を流
したときに、排水の流れの抵抗となる排水配管内の空気を通気管を介して外部へ排出する
ことができる。言い換えれば、排水時に、排水配管内の空気を抜くことができるため、排
水を排水口部材から下流側の排水配管へスムーズに流入させることができる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載の排水口部材において、前記
流出口には前記流出口に排水中の異物を捕捉するための異物捕捉メッシュが設けられてい
る。
【００１２】
　請求項３に記載の排水口部材には、流出口に異物捕捉用メッシュが設けられているので
、異物の混入した排水を流したときに、異物捕捉メッシュで異物を捕捉することができる
。
【００１３】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の排水口部材において、前記異物捕捉メッシ
ュは、前記流出口に対して着脱可能に設けられている。
【００１４】
　請求項４に記載の排水口部材では、異物捕捉メッシュを流出口から外すことができるの
で、異物捕捉メッシュの清掃が容易になる。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように、本発明の排水口部材によれば、排水が溢れることを抑制できる、
という優れた効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る排水口部材が適用されたサイフォン排水システムを示
す概略構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る排水口部材を示す縦断面図である。
【図３】異物捕捉メッシュを示す正面図である。
【図４】異物捕捉メッシュの近傍を示す排水口部材の縦断面図である。
【図５】（Ａ）は第２の実施形態に係る排水口部材を示す斜視図であり、（Ｂ）はその正
面図、（Ｃ）はその側面図である。
【図６】（Ａ）は第３の実施形態に係る排水口部材を示す斜視図であり、（Ｂ）はその正
面図、（Ｃ）はその側面図である。
【図７】（Ａ）は第４の実施形態に係る排水口部材を示す斜視図であり、（Ｂ）はその正
面図、（Ｃ）はその側面図である。
【図８】（Ａ）は第５の実施形態に係る排水口部材を示す斜視図であり、（Ｂ）はその正
面図、（Ｃ）はその側面図である。
【図９】（Ａ）は第６の実施形態に係る排水口部材を示す斜視図であり、（Ｂ）はその正
面図、（Ｃ）はその側面図である。
【図１０】他の実施形態に係る異物捕捉メッシュを示す斜視図である。
【図１１】異物捕捉メッシュを挿入した排出部を示す斜視図である。
【図１２】他の実施形態に係る排水口部材を示す側面図である。
【図１３】さらに他の実施形態に係る排水口部材を示す一部を断面にした側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
［第１の実施形態］
　図１～図４を用いて、本発明の第１の実施形態に係る排水口部材１８について説明する
。図１は、本発明の第１の実施形態に係る排水口部材１８を備えた、サイフォン排水シス
テム１０の全体構成を示す概略図である。
【００１８】
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（サイフォン排水システムの構成）
　サイフォン排水システム１０は、サイフォン力を利用して水廻り器具からの排水を効率
よく排出する排水システムである。本実施形態では、サイフォン排水システムを、複数階
で構成された集合住宅に用いた例について説明する。なお、サイフォン排水システムは、
集合住宅に好適に用いられるが、集合住宅以外の戸建て住宅や工場等にも用いることがで
きる。
【００１９】
　図１に示すように、本実施形態に係るサイフォン排水システム１０は、排水を下方へ流
す排水立て管１２を備えている。この排水立て管１２は、集合住宅の上下方向（縦方向）
に延設され、集合住宅の各階の床スラブ１４を貫いている。
　集合住宅の各階の各戸には、排水がなされる水廻り器具１６が設けられている。水廻り
器具１６は、例えば、台所流し（シンク）で構成されている。なお、水廻り器具１６とし
ては、台所流しに限らず、洗面台、洗濯機、ユニットバス及びトイレ等のいずれかで構成
されていてもよい。
【００２０】
　水廻り器具１６の底部に形成された排水口１７には排水口部材１８が取り付けられてお
り、排水口部材１８の排水方向下流側には、配管２０、汚臭やガス等の逆流を防止するた
めのＳ字トラップ２２、配管２４、及びサイフォン排水管２６に接続されている。
【００２１】
　サイフォン排水管２６は、床スラブ１４上に無勾配で設置されて横方向に延びる横引き
管２８と、この横引き管２８と連通して排水立て管１２に沿って下方へ延びる竪管３０と
、を有している。
【００２２】
　なお、横引き管２８は、若干の勾配や逆勾配があってもよく、傾斜して横方向に配置さ
れる構成であってもよい。竪管３０は、排水立て管１２に配置された合流継手３２に接続
されており、合流継手３２を介して排水立て管１２と連通している。
【００２３】
　横引き管２８は、配管２４からの排水を横方向へ流し、竪管３０は、横引き管２８から
の排水を流下させることによりサイフォン力を発生させる。横引き管２８内の排水には、
竪管３０で発生するサイフォン水頭Ｈｓのエネルギーにより、排水方向へ向かうサイフォ
ン力が作用される。
【００２４】
　また、横引き管２８及び竪管３０は細くなれば、排水が満水の状態になりサイフォン力
が発生しやすい一方、排水処理量が低下する。従って、横引き管２８及び竪管３０は、サ
イフォン力の発生のしやすさ及び必要な排水処理量を考慮した上で管の内径が設定され、
例えば、２０Ａにされている。
【００２５】
（排水口部材の構成）
　図２に示すように、排水口部材１８は、円筒部３４と、円筒部３４の下部を塞ぐ底部３
６と、円筒部３４の上部に形成されるフランジ３８と、円筒部３４の底部側の側部に形成
される管状の排出部４０とを備えている。なお、円筒部３４の上側の開口部分は、水廻り
器具１６の排水が流入する流入口３５である。本実施形態の排水口部材１８の円筒部３４
は、径寸法よりも高さ寸法が大きく形成されることで、一般の排水口部材よりも深さが深
く、かつ容積が大きく形成されている。また、排出部４０は、円筒部３４よりも小径であ
る。排水口部材１８の底部３６に排水が溜まらないように、排出部４０の内周面の下端と
、円筒部３４の底部３６の上面とは高さが一致していることが好ましい。図２に示す底部
３６は水平であるが、底部３６は排出部４０に向けて下がるように傾斜させてもよい。な
お、本実施形態では、円筒部３４と底部３６が本発明の排水口本体に相当している。
【００２６】
　なお、円筒部３４の深さは、１７５～２２５ｍｍの範囲内とすることが好ましい。
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　円筒部３４の容積は、２０００～３０００ｃｍ３とすることが好ましい。
【００２７】
　排水口部材１８のフランジ３８と水廻り器具１６の底部との間には、パッキン４２が挟
まれており、円筒部３４の外周の一部に形成された雄螺子４４に環状のナット４６が締め
込まれることで排水口部材１８が水廻り器具１６に取り付けられている。
【００２８】
　図２、及び図３に示すように、排出部４０には、異物捕捉メッシュ４８が挿入されてい
る。異物捕捉メッシュ４８は、排出部４０の内部に配置される円筒状の挿入部５０を備え
ている。挿入部５０の内側には、径方向に延びる複数の放射方向リブ５２、及び円環状の
円環リブ５４、５６によってメッシュ５８が形成されている。放射方向リブ５２、及び円
環状の円環リブ５４、５６で形成されるメッシュ５８の孔から排水が排出されるようにな
っている。なお、メッシュ５８の目が細かいことで、異物がメッシュ５８を通ってサイフ
ォン排水管２６の様な比較的細い管が詰まるといったトラブルの発生を防ぐことができる
。
【００２９】
　挿入部５０の軸方向一端側（円筒部３４の内方側）の上部には、正面視で半円弧形状と
され、かつ円筒部３４の内方に向けて水平に突出するリブ６０が一体的に形成されている
。即ち、リブ６０は、排出部４０の開口部分を上側から覆うように配置されている。リブ
６０の突出長さＬ（図２参照）に対して特に規定は無いが、円筒部３４の内面から５～２
５ｍｍ程度突出させることが好ましい。なお、本実施形態のリブとは、突出しているもの
を意味しており、突起、凸部と言い換えることもできる。
【００３０】
　なお、挿入部５０の軸方向一端側（円筒部３４の内方側）の下部には、正面視で円弧形
状とされ、かつ円筒部３４の内方に突出するリブ６２が一体的に形成されている。このリ
ブ６２は、排出部４０に挿入した異物捕捉メッシュ４８が、何らかの外力によって排水口
部材１８の内側へ倒れ込むことを抑制するためのものである。
【００３１】
（作用、効果）
　次に、本実施形態に係るサイフォン排水システム１０の作用を説明する。
　本実施形態に係るサイフォン排水システム１０の構成によれば、水周り器具１６の排水
は、排水口部材１８、配管２０、Ｓ字トラップ２２、及び配管２４を介してサイフォン排
水管２６へ流れ込む。排水は、横引き管２８内を横方向へ流れ、その後、竪管３０を流下
し、竪管３０におけるサイフォン水頭Ｈｓのポテンシャルエネルギーにより、サイフォン
力が発生する。このサイフォン力により、排水が誘導されて排水の排出が促進される。
【００３２】
　本実施形態の排水口部材１８では、排水口部材１８の内側へ向けて突出するリブ６０が
、排出部４０の開口部分である流出口６４を上側から覆う様に設けられている。このため
、多量の排水Ｗが水周り器具１６に流された場合であっても、排水口部材１８の円筒部３
４の内側面を伝わって流下する排水Ｗが流出口６４を塞がないように、流下する排水Ｗを
図３、及び図４の矢印Ａで示すようにリブ６０で分散させることができる。言い換えれば
、流出口６４の正面側において、流出口６４に向けて流れ込もうとする排水Ｗに対して、
円筒部３４の内側面を伝わって流下する排水Ｗが干渉しないようにリブ６０は流下する排
水Ｗの流れの向きを変更している。これにより、排水口部材１８の底部の排水Ｗを、スム
ーズに排出部４０に流入させて排水口部材１８の外部へ排出させることができる。
【００３３】
　これにより、例えば、溜め流し排水をしたときのように、一度に多量の排水を水周り器
具１６に流した場合であっても、排水口１７からシンク内へ排水Ｗが溢れ出ることを抑制
することができる。
【００３４】
　また、排水口部材１８の内部に流入した排水Ｗの水位の上昇を抑えることができるので
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、図４の矢印Ｂで示すように、下流側の配管内の空気を、異物捕捉メッシュ４８の上側を
介して排水口部材１８の内方へ向けて排出させることができる。これにより、排水Ｗをよ
りスムーズに排水口部材１８の外部へ排出させることができる。
【００３５】
　排水口部材１８には、異物捕捉メッシュ４８が設けられているので、異物の混入した排
水Ｗを流したときに、異物捕捉メッシュ４８で異物を捕捉することができる。また、異物
捕捉メッシュ４８は、着脱可能に設けられているので、異物捕捉メッシュ４８を外すこと
で、異物捕捉メッシュ４８の清掃が容易になる。
【００３６】
［第２の実施形態］
　次に、図５を用いて本発明の第２の実施形態に係る排水口部材１８の異物捕捉メッシュ
４８について説明する。なお、第１実施形態と同一構成には同一符号を付し、その説明は
省略する。
【００３７】
　本実施形態の異物捕捉メッシュ４８では、異物捕捉メッシュ４８の排水流入側の開口部
分にメッシュ５８が設けられている。本実施形態のメッシュ５８は、排水口部材１８の内
側に向けてドーム状に膨らんでおり、第１の実施形態のメッシュ５８に比較してその開口
面積が大きくなっている。言い換えれば、本実施形態のメッシュ５８は、立体的に形成さ
れており、このため、排水Ｗが通過し易く、かつ目詰まりが生じ難くなっている。また、
メッシュ５８が異物捕捉メッシュ４８の排水流入側の端部に設けられているので、奥まっ
た部位に設けられている場合に比較して、清掃が容易になる。
【００３８】
［第３の実施形態］
　次に、図６を用いて本発明の第３の実施形態に係る排水口部材１８の異物捕捉メッシュ
４８について説明する。なお、前述した実施形態と同一構成には同一符号を付し、その説
明は省略する。
【００３９】
　本実施形態の異物捕捉メッシュ４８では、第２の実施形態と同様に、異物捕捉メッシュ
４８の排水流入側の開口部分にメッシュ５８が設けられている。本実施形態のメッシュ５
８では、上側のリブ６０の突出長さと下側のリブ６２の突出長さとが同一寸法に設定され
ている以外は、第２の実施形態と同様の構成となっている。本実施形態のメッシュ５８も
第１の実施形態のメッシュ５８に比較してその開口面積が大きくなっており、排水Ｗが通
過し易く、かつ目詰まりが生じ難くなっている。また、メッシュ５８が異物捕捉メッシュ
４８の排水流入側の端部に設けられているので、奥まった部位に設けられている場合に比
較して、清掃が容易になる。
【００４０】
［第４の実施形態］
　次に、図７を用いて本発明の第４の実施形態に係る排水口部材１８の異物捕捉メッシュ
４８について説明する。なお、前述した実施形態と同一構成には同一符号を付し、その説
明は省略する。
【００４１】
　本実施形態の異物捕捉メッシュ４８では、挿入部５０の排水方向上流側に矩形の開口５
０Ａが形成されており、開口５０Ａの上側に半円状のリブ６０、開口５０Ａの下側に半円
状のリブ６２が形成されている。開口５０Ａの端縁、リブ６０の端縁、及びリブ６２の端
縁には、円弧状に曲げられたメッシュ５８が取付けられている。本実施形態のメッシュ５
８も第１の実施形態のメッシュ５８に比較してその開口面積が大きくなっており、排水Ｗ
が通過し易く、かつ目詰まりが生じ難くなっている。また、メッシュ５８が異物捕捉メッ
シュ４８の排水流入側の端部に設けられているので、奥まった部位に設けられている場合
に比較して、清掃が容易になる。
【００４２】
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［第５の実施形態］
　次に、図８を用いて本発明の第５の実施形態に係る排水口部材１８の異物捕捉メッシュ
４８について説明する。なお、前述した実施形態と同一構成には同一符号を付し、その説
明は省略する。
【００４３】
　本実施形態の異物捕捉メッシュ４８では、挿入部５０の排水方向流入側の上部に、球面
の一部を水平方向、及び鉛直方向に切り取った形状のリブ６０が形成されており、排水流
入側の開口部分に半球状のメッシュ５８が設けられている。本実施形態のメッシュ５８も
第１の実施形態のメッシュ５８に比較してその開口面積が大きくなっており、排水Ｗが通
過し易く、かつ目詰まりが生じ難くなっている。また、メッシュ５８が異物捕捉メッシュ
４８の排水流入側の端部に設けられているので、奥まった部位に設けられている場合に比
較して、清掃が容易になる。
【００４４】
［第６の実施形態］
　次に、図９を用いて本発明の第６の実施形態に係る排水口部材１８の異物捕捉メッシュ
４８について説明する。なお、前述した実施形態と同一構成には同一符号を付し、その説
明は省略する。
【００４５】
　本実施形態の異物捕捉メッシュ４８では、上側のリブ６０の突出長さよりも下側のリブ
６２の突出長さが長くなっている。本実施形態の異物捕捉メッシュ４８にも、排水流入側
の開口部分にドーム状に膨らんだメッシュ５８が設けられており、本実施形態のメッシュ
５８も第１の実施形態のメッシュ５８に比較してその開口面積が大きくなっているため、
排水Ｗが通過し易く、かつ目詰まりが生じ難くなっている。また、メッシュ５８が異物捕
捉メッシュ４８の排水流入側の端部に設けられているので、奥まった部位に設けられてい
る場合に比較して、清掃が容易になる。
［その他の実施形態］
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、上記に限定されるものでな
く、上記以外にも、その主旨を逸脱しない範囲内において種々変形して実施可能であるこ
とは勿論である。
【００４６】
　上記実施形態では、異物捕捉メッシュ４８の挿入部５０を排水口部材１８の排出部４０
に挿入することで異物捕捉メッシュ４８を排水口部材１８に取り付けていたが、異物捕捉
メッシュ４８は、他の方法で排水口部材１８に取り付けることもできる。図１０に示す例
では、異物捕捉メッシュ４８の端部に矩形の挿入板６６を取り付けると共に、排水口部材
１８の円筒部３４の内側面に形成したＬ字形状とされた一対のリブ６８からなる差込部７
０を形成し、この差込部７０に挿入板６６を差し込むことで異物捕捉メッシュ４８を排水
口部材１８に取り付けるようにしたものである。なお、本実施形態では、差込部７０を設
けることで、ユーザーが異物捕捉メッシュ４８の取付け忘れに気づきやすくなるという利
点がある。なお、異物捕捉メッシュ４８は、着脱可能に限らず、取り外し不可能ないわゆ
るはめ殺しや、排水口部材１８と一体成形により設けることも可能である。
【００４７】
　図１１に示す例は、排出部４０の中に、さらに異物捕捉メッシュ７２を挿入したものあ
る。これにより、異物捕捉メッシュ４８で捕捉できなかった排水中の異物が排水方向下流
側へ至らないように異物を捕捉することが可能となる。
　図１１に示す例では、以下のような効果も得られる。
（１）下流側の異物捕捉メッシュ７２を排水口部材１８と一体成形、又ははめ殺しとする
ことで、ユーザーが取れなくし、仮に上流側の異物捕捉メッシュ４８を清掃等で取り外し
、そのまま再装着を忘れても、下流側の異物捕捉メッシュ７２で異物の捕捉が可能となる
。
（２）下流側の異物捕捉メッシュ７２と上流側の異物捕捉メッシュ４８は同じ形状でも異
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することができる。この場合、排水流出を妨げることなく、上記（１）の目的を達成する
ことができる。
（３）　下流側の異物捕捉メッシュ７２と上流側の異物捕捉メッシュ４８との間の距離は
近い方が好ましい。この場合、メッシュ間に異物が挟まることがなくなる。
【００４８】
　図１２に示す例は、排水口部材１８の円筒部３４の側部には、一端が排水口部材１８の
内部と連通し、他端が排出部４０の途中に接続される通気管７８が接続されている。なお
、通気管７８の一端は、排出部４０よりも上側の側部に接続することが好ましい。多量の
排水Ｗを流す場合、排水口部材１８の下流側の配管内の空気Ａｉ（より詳しくは、Ｓ字ト
ラップ２２の封水と排水口部材１８との間の配管経路内の空気）が排水Ｗの流れの抵抗と
なる場合があるが、本実施形態では、排水Ｗを流したときに、配管内の空気Ａｉを通気管
７８を介して外部へ排出することができるので、排水口部材１８に流入した排水Ｗをスム
ーズに下流側の配管内に流入させることができる。なお、通気管７８には、下流側から上
流側への空気の流れを許容し、上流側から下流側への排水の流れを阻止する逆止弁を設け
てもよい。
【００４９】
　図１３に示す排水口部材１８は、排水口部材１８の円筒部３４の上部側から排出部４０
に向けて徐々に断面積（排水の流れる方向に対して直角に断面にしたときの面積）が徐々
に小さくなるように、排水口部材１８が形成されているものである。これにより、排出部
４０に向けて排水をスムーズに流すことができる。
【００５０】
　上記実施形態では、リブ６０が異物捕捉メッシュ４８に設けられていたが、本発明はこ
れに限らず、例えば、リブ６０が円筒部３４に設けられていてもよい。
【００５１】
　リブ６０を正面視した際の形状は、上記実施形態のものに限らず、逆Ｖ字形状等、他の
形状であってもよい。
【００５２】
　上記実施形態では、リブ６０が水平方向に突出していたが、本発明はこれに限らず、斜
め下方、または斜め上方に傾斜していてもよい。
【符号の説明】
【００５３】
１８…排水口部材、３４…円筒部（排水口本体）、３５…流入口、３６…底部（排水口本
体）、４０…排出部、４８…異物捕捉メッシュ、６０…リブ、６４…流出口、７２…異物
捕捉メッシュ、７８…通気管
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